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『福島新聞』と明治期の地方紙 
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『福島新聞』明治22年2月11日（月）第1852号題字 

 

図書館資料としての新聞は、独自の位置を占めているように思われる。五十年、百年以上前の資料

が調査研究のためばかりでなく、より一般的な興味関心の対象として日常的に閲覧希望が寄せられ

る。こうした資料はそう多くはない。その理由は、新聞という媒体が広く市井の人びとを読者として、日々

の出来事を伝え、発行を積み重ねてきたことにあるだろう。各紙の性格が異なることを前提としても、

図書資料からは得られない多様な情報こそが魅力だと言える。古い新聞を開く人は、歴史的な事柄は

もちろん、例えば曾祖父母が生きた時代の空気感を味わうかもしれないし、自身の思い出の出来事を

見つけるかもしれない。きょう発行された新聞もまた、やがてそのように読まれる時が来るだろう。将来

にわたって大切に保存されるべき資料だと言える。 

わが県の地方紙の歴史は、明治初期に遡る。「若松」「福島」「磐前」の三県を合併して新たな福島

県が誕生したのは明治九年八月。それ以前の三県の時代に『若松新聞誌』（明治六年一月）、『福島

新聞』（同年四月）、『磐前新聞』（同年十一月）が創刊となっており、福島県における新聞史の始まり

とされている。各紙は官制、いわば県庁の機関紙として主に県の令達等を伝えたようだが、いずれも長

くは続かず三県合併を待たずにその発行を終えた。官制『福島新聞』は創刊翌年の明治七年五月に

廃刊し、県では県報を発行するようになった。しかし、『福島新聞』はこれで終刊とはならなかった。県

から交渉をうけた福島稲荷神社の宮司・丹治経雄が、稲荷神社前に「開明社」という発行所を設立し

て民営の『福島新聞』を発行することになる。その際の条件は、①印刷機は県所有のものを使用する。

②新聞は毎号相当部数を県で買い上げる。③新聞は県情を記載するというものであった。なお『福島

県史』『福島市史』によれば、官制と民営の『福島新聞』には、各々の廃刊・創刊に際して重複して発

行していた時期があり、官制廃刊を受けて直ちに民営に移行したという時系列ではないようである。 

第二次『福島新聞』は『官許 福島新聞』として明治七年二月十六日に第一号を発行したが、長く

維持することは難しく、翌八年に廃刊となる。しかし経営者であった丹治は新聞発行を諦めず、今度は

県の援助を受けない形で新たに『信夫新聞』（同八年八月）を創刊する。この新聞は明治十一年に第

三次『福島新聞』、翌十二年に『福島毎日新聞』と改題しながら発行を続けていく。当時福島県では
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自由民権運動が盛り上がりをみせており、次第に政論新聞としての性格を強めていった本紙は複雑

な歩みを見せている。『福島県史』に以下の記述がある。 

 

「『福毎』は自由党の機関紙化して来るに従って官権の圧迫も激しくなって福島での発行が不可

能となり、十三年十一月『僊台福島毎日新聞』と改題して、仙台で印刷、さらに十四年四月『仙

台絵入新聞』と改題して福島はその支社となる。こうして県内には民権運動を推進する自由党幹

部一三名が発起人となって資本金一万円、一株一円の株式募集計画がたてられ、十五年七月

二十五日『福島自由新聞』が創刊される」 

(『福島県史 第４巻』福島県，1971，p.1036） 

 

『福島自由新聞』（福島自由新聞社）創刊の明治十五年とは、河野広中を中心とした自由民権運

動の勢力と、三島通庸県令との対立が頂点に達していた時であった。喜多方事件、それに続く福島事

件という激動のために、わずか七号の発行で翌十六年八月には廃刊となってしまう。この時期の県内

の状況については、『福島県史 第４巻』『福島市史 第４巻』『福島縣政治史 上巻』等に詳しい。こ

の『福島自由新聞』創刊の翌月である明治十五年八月に第四次『福島新聞』が創刊される。『福島

新聞』という名称は四度目の登場となるが、その性格がとみに異なることに注意したい。この新聞は、

三島県令が主導し『福島自由新聞』に対抗すべく発行した御用新聞と目される。『新聞販売百年史』

に次の記載が見られる。 

 

「（…）福島自由新聞を弾圧した三島県令は自由党撲滅を任務として赴任したので、対抗上自

派帝政党系の新聞を発行し、福島事件を中核とする民権派の政治活動を封ずる策に出た。明治

十五年八月に発刊し経営者の交代・印刷発行地の移動など数奇にとみながら昭和十三年まで

継続した福島新聞がそれである」 

（『新聞販売百年史』日本新聞販売協会，1969，p.365） 

 

第四次『福島新聞』については、『福島県史』『福島縣政治史 上巻』『福島民報百年史』『福島民

友新聞百年史』等を見ても、概ね同様の見方がなされている。『福島新聞』はその後民間資本に移行

して中立化していくが、「政治的色彩は依然として吏党的」（『福島県史 第四巻』p.1037）、「政府

擁護の論調は変わらなかった」（『福島民報百年史』p.22）、「中立をうたっても官憲の干渉は厳しい

ものがあったようである」（『福島民友新聞百年史』p.55）といった言及も見られ、どこまで読者の支

持を得られたかは疑問なしとしない。しかしながら、明治二十五年八月に『福島民報』が、明治二十八

年五月に『福島実業新聞』（福島民友新聞の前身）が創刊されるまでは、およそ十年間にわたり『福

島新聞』が県内唯一の新聞と言ってよい状況であって、本紙が重要な資料であることに変わりない1。

先に引いた『新聞販売百年史』によれば、その発行部数は明治十六年が十二万六千枚、明治十九年

が六十五万八千枚、明治二二年には八〇万三千枚とある（p.363）。『福島民報』と『福島民友』が
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創刊してからも『福島新聞』は経営体制を変えながら発行を続けたが、ついに昭和十三年一月一日

に廃刊した2。 

福島県立図書館所蔵の『福島新聞』は、明治十五年十一月一日付け第五一号からで、多くの欠号

を含むものの昭和十二年十二月二十九日付け第一万八千七百八十二号までをマイクロフィルム化

し、閲覧に供している3。創刊号から廃刊まで揃っていないことは残念ではあるが、先に述べたように、

明治十五年以降の約十年間は、福島の新聞を調べようと考えればこの資料に依るほかない。前段ま

でに多くの紙幅を費やしたが、『福島新聞』を冠する紙面が何度か登場すること、そして明治の新聞黎

明期4における御用新聞、政論新聞といったものの性格を概観しておくことが、資料活用のうえで有益

となれば幸いである。 

 

 

〈注〉 

1 この間、明治 22 年創刊の第 1 次『福島実業新聞』（太田虎之助）は 1 年足らずで廃刊となっている。 

2 主な経営の変遷については『福島大百科事典』等にまとめられている。大正十三年には中外商業新報（現在の日

本経済新聞）に買収されたが、不振が続き昭和七年に発行を休止。助川啓四郎・半谷真雄らの手に移ったのち昭

和十三年に廃刊。『福島大百科事典』ではこれを第五次とする。 

3 マイクロフィルム以外に一部デジタル化した資料を所蔵する。両者を併せても欠号多数。 

4 『福島県史 第 20 巻』pｐ.1249-1250、『『ふくしま新聞史読本』pｐ.24-２５に新聞年表あり。この時期に創刊・

改題・廃刊した新聞を確認することができる。 
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